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結晶にス トレスを加 え, その結果起 きる破壊をモデルを使 って調べ る. 同 じ
話題 は過去に本研究会ですでに大橋先生 (玉川大)によって レビューがなされ
ている. ここでは特に破壊の進展速度 を求める.破壊の進展速度の定量的な面
は以外と解明されていない.定性的 に分か っていることは, 破壊の進展速度が
結晶中を伝わる音速に密接に関係








の振動によって引 き起 こされ る


















亀裂 を作 る. この時, 亀裂はもう一方の結晶軸 (x軸)に沿 って進展するもの
とす る. 支えを失 った亀裂面はy軸 に沿 って移動する. この現 象はいわば〃 自
由落下川 である.一方, 亀裂の先端 は, 亀裂面に沿 った張力の y成分が分子間
力 と釣合が保てな くな ると次の格子点へ移動する. この二つのプロセスの組合
せによって,亀裂の進展速度を近似的に求めることが出来 る. その結果,亀裂
の進展速度Ⅴとして次を得た.
V=C (r｡/a-1) (3 (r匂-r｡)/ a)-1'3
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? ????? ?は軸方向の音速, aはス トレスのないときの分子間距離, reはス ト?? 状態の分子間距離, rOは結晶が壊れる時の分子間距離である.
ユレーシ ョンと上の結果を比較 したものである＼. シ ミュレーションが
10パーセン ト程度理論値 よ り小 さいが, パラメーター依存性は一致 してい
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